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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      藍住西小学校          

  種 別 □保育園・幼稚園  □レ 小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７７１－１２３１ 

       徳島県板野郡藍住町富吉字豊吉５５－１            

  E-mail  ainishi@ma.pikara.ne.jp                   

Website 

http://e-school.e-tokushima.or.jp/aizumi/es/aizuminishi/html/htdocs/ 

  児童生徒数  男子 301 名   女子 252 名  合計 553 名 

        児童・生徒の年齢 7 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□レ  環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□レ  食育 

□レ  伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１．藍の栽培（４，５，６年生） 

    学校の畑で藍を栽培している。春に藍の苗を畑に定植して，夏に刈り取

る。乾燥させて藍師さんに蒅（すくも）にしていただく。１１月には，赤

い藍の花が咲き乱れる。５年生がその花を刈り取る。種を取って３月に藍

の種をまく。 

 

   【５月】  藍の定植 

   【７月】  藍の一番刈り 

   【８月】  藍の二番刈り 

   【１１月】 藍の花の刈り取り 

   【２月】  藍の種取り 

   【３月】  種まき 

 

 ２．藍染め（全学年が体験する） 

前年度に栽培された藍から作った蒅
すくも

（藍を乾燥させ発酵させたもの）で，

５年生が藍建てをする。藍建ては，藍師さんをゲストティーチャーに招き，

昔ながらの方法『地獄建て』（蒅を練って，灰汁や全粒粉を入れる）で行っ

た。１０日ほどで藍染めができるようになる。各学年の藍染めは，５年生

が建てた藍を使う。（本校では藍の液のことを『藍ちゃん』とよんでいる。） 

    染めた作品は，夏季休業中に町役場に展示される。５年生の作品は，徳

島県手工芸展にも出展される。今年度は，最優秀賞を受賞した。 

    ６年生は１０月に藍建てをし，自分の卒業文集の表紙を染める。製作す

る際に出た端布で在校生へのプレゼント（しおり）を作った。また，卒業

式に向けて，５年生は６年生へ藍のコサージュを製作する。６年生は，自

分の親につけてもらう藍のコサージュを制作する。 

 

  【５月】  ５年生の藍建て 

 

  【７月】  ５年生（筒描き）筒描きの作品で，共同作品作り 

４年生（ろうけつ染め） 

        ３年生（絞り染め）   

１，２年生（たたき染め） 

 

【１０月】 ６年生の藍建て 

  【１１月】 ５年生（絞り染め）→地域の施設にて藍染めをした。今年はラ 

ンチョンマットを制作。 

    

   【１月～３月】 

        ５年生：藍について学習したことを新聞・パンフレットにまと 

め，４年生に紹介する。６年生用のコサージュを作る。 

        ６年生：卒業文集の表紙を染める。ゲストティーチャーを招き， 

卒業文集作り。保護者用のコサージュを作る。 
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 ３．にんじん作り（３年生） 

    藍住町の特産である『春にんじん』の栽培を農家の方に教えていただき 

ながら行う。 

 

【６月】 藍住町のにんじんについて調べる。 

 

【１０月】種まき 

 

【１１月】間引き 

 

【３月】 収穫・調理 

     ※児童が収穫したにんじんを使って，にんじんジュースやにん

じんパンケーキを作る。 

 

 ４．学校版ＩＳＯの取り組み 

    年間を通して，電気や水を大切にすること，ゴミを減らして分別をする

などの活動に取り組んでいる。 

    藍の活動には『藍太くん』がいるように，ＩＳＯの活動では『エコ三銃

士』がいる。これは，以前の卒業生が考えたキャラクターであり，手洗い

場やトイレ，ゴミ箱の近くにポスターを貼って，自主的に活動できるよう

にしている。また，環境・美化委員会が中心となり，全校朝会等で全校児

童に呼びかけをしている。 

 

    子どもたちは，これからの活動を通して，藍住町に愛着や誇りを持つよ

うになっていると同時に，環境問題への意識を高めつつある。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□レ  通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


